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集中改革プラン全 83 項目のうち 件数

　目的を達成したもの 1

　取り組んだもの 51

　一部取り組んだもの 9

　平成 19 年度以降に目的を達成
　するために準備したもの

5

　平成 19 年度以降の取り組みに
　向けて検討したもの

12

　取り組みができなかったもの 5

行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況

　
　
　

•

二
百
四
十
二
事
業
に
つ
い
て
事

　
　
　
　

務
事
業
評
価
を
実
施
し
、
三
事

　

業
を
廃
止
、
一
事
業
を
休
止
、
六
十
八

　

事
業
を
縮
小

•

「
町
並
み
と
食
の
館
」「
農
産
物
加
工

　

施
設
」「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
、
指
定

　

管
理
者
制
度
を
導
入

•

新
規
採
用
者
の
抑
制
、
人
員
配
置
の
適

　

正
化
な
ど
で
、職
員
を
十
二
人
削
減（
平

　

成
十
八
年
度
比
）

•

市
公
共
施
設
管
理
公
社
を
解
散

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
？

ＱＡ　
　
　

　
　
　

歳
入
で
は
約
一
億
三
千
万
円
の
効

　
　
　

果
が
あ
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、

約
二
億
六
千
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま

し
た
（
平
成
十
七
年
度
比
。
一
部
平
成
八

年
度
・
平
成
十
八
年
度
比
）。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
成
果
は
？

Ｑ

　
　
　
　

近
年
は
社
会
環
境
の
大
き
な
変

　
　
　

化
と
と
も
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
と
は
反
対
に
、
地
方
経
済
の

長
引
く
低
迷
や
国
の
地
方
交
付
税
の
削
減

な
ど
に
よ
り
地
方
財
政
は
た
い
へ
ん
厳
し

い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
と
は
、
長
期
に
わ
た
る
市
民

生
活
の
安
定
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
の

た
め
、
市
役
所
の
仕
事
や
そ
の
や
り
方
な

ど
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
変
え
て
い
く

取
り
組
み
で
す
。

行
政
改
革
っ
て
？

ＱＡ　
　
　

•

事
務
事
業
の
見
直
し

 
 
 
•

民
間
委
託
な
ど
の
推
進

•
職
員
の
削
減
と
組
織
機
構
の
見
直
し

ど
ん
な
こ
と
を

　
　
　
　

す
る
の
？

ＱＡ•
職
員
の
資
質
お
よ
び
行
政
処
理
能
力
の

　

向
上

•

市
民
、
団
体
と
の
協
働

•

積
極
的
な
情
報
公
開

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　　　　　　市では、平成 18年
　　２月に策定した「第四次小浜市
　行政改革大綱」と「集中改革プラン」
に基づき、市民の皆さんとともに進めるス
リムで効率的な行政運営の実現を基本理念
に、さまざまな改革に積極的に取り組んで
　います。これまでの取り組み状況につ
　　　いてお知らせします。

■平成 18年度の取り組み状況

市長室行政改革推進グループ

畑田 康広   主査

■
問
い
合
わ
せ　

市
長
室　

内
線
３
５
７
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●
来
年
四
月
か
ら
「
燃
や
す
ご
み
」
も

指
定
袋
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
一
人
暮

ら
し
の
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
指
定
袋

購
入
の
出
費
は
た
い
へ
ん
痛
手
で
す
。

▼
ご
意
見
の
と
お
り
市
で
は
、
来
年
度

か
ら
「
燃
や
す
ご
み
」
の
指
定
袋
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
有
料
化
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
こ
れ
は
、
小
浜
市
ご
み

減
量
検
討
委
員
会
の
提
言
を
基
に
計
画

し
た
も
の
で
、
ご
み
袋
を
半
透
明
化

し
て
中
身
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
紙
な
ど
の
資
源
ご
み
を
さ
ら
に
分

別
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
に
努
め

て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
の
よ
う
に
レ
ジ
袋

な
ど
で
「
燃
や
す
ご
み
」
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

指
定
袋
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
量
に

応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
三
種
類

用
意
し
、
値
段
も
市
販
の
黒
色
や
青
色

の
ご
み
袋
と
同
程
度
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
環
境
衛
生
課
）

●
小
浜
市
の
保
育
料
は
、
他
市
町
と
比

較
し
て
高
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し

「法律相談」こんなときどうする？

【Ｑ】土地の境界（筆界）について、
隣の住人と争いになっています。
解決方法を教えてください。

【Ａ】お尋ねのようなケ－スの場合、
専門家である土地家屋調査士が関
与して地形、使用状況、公図、登
記面積などを参考に、筆界を導き
出して確認することで、ほとんど
が解決に至ります。それでも解決できない場合に
は、筆界確定訴訟（裁判）を提起するか、あるい

は新たに創設された筆界特定制度を利用すること
になります。
　筆界特定制度とは、筆界特定登記官が筆界調査
委員の意見を踏まえ、筆界の位置を特定する制度
です。「お隣同士で裁判をしなくてもよい」「裁判

手続きよりも速く比較的安い費用で済む」などの
メリットがあります。反面、筆界特定の結果には
法的拘束力がないため、不満であれば裁判に訴え
ることも可能です。それぞれの制度の特徴をよく
理解してご利用ください。
　詳しくは、法務局または土地家屋調査士にお尋
ねください。
■問い合わせ　同法律事務所　☎ 53・2018

小浜ひまわり基金
法律事務所弁護士

大伴  孝一 さん

安
く
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
保
育
料
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
保

護
者
な
ど
の
扶
養
義
務
者
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
そ
の
世
帯
に
係
る

前
年
度
分
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。
各
市
町
に
よ
っ
て
保
育
料

設
定
額
が
異
な
る
た
め
、
近
隣
の
町
と

差
が
生
じ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

小
浜
市
の
保
育
料
は
、
児
童
福
祉
審

議
会
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
国
が
示
し

て
い
る
金
額
よ
り
も
低
く
抑
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
以
下
の
と
お

り
保
育
料
の
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

�
二
人
以
上
入
園
し
て
い
る
場
合
、
第

　

二
子
半
額
、
第
三
子
無
料

�
第
三
子
以
降
三
歳
未
満
児
に
限
り
、

　

保
育
料
・
一
時
保
育
・
病
後
児
保
育
・

　

夜
間
保
育
な
ど
の
料
金
が
無
料

　

こ
の
ほ
か
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

医
療
費
の
無
料
化
や
児
童
手
当
の
拡
充

な
ど
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
課
）

　

ご  

意  

見  

箱

小浜城とゆかりの人物 �　酒井忠勝⑽

　藩主酒井忠勝の１日の生
活について『仰景録』が書
き留めている。
　それによれば、矢来町の
邸宅では、午前６時に目覚

　　　　　　　　　　めて直ちに行水をされ、同
　　　　　　　　　　８時に朝食を食べられる。
その後、祐筆を召し出して、各方面への手紙を認
めさせるなど公務を果たし、終わりしだい奥に入
られている。
　その後、午後２時に表向きの公務を勤められた
あと夕食を召し上がり、同６時から儒者田中弘庵
や林春斎らから講義を受けて、またみずから講書
の議を行い、同８時まできっちりと勉強されたと
ある。その後、夜食を召し上がって、同10時には
寝床に入られるという毎日で、変わることはまっ
たく無かったと記されている。
　なかでも講書の議で忠勝は、歴史物が大好きで
あったようで、「太平記」や「応仁記」、さらに
「信長記」を熟読されており、「温故知新」を政
事の本分とされていたようである。

■問い合わせ　世界遺産推進室　☎内線443

酒井忠勝肖像

情報ボックス

平
成
19
年
度　

小
浜
市
技
能
労
務
職
員
を
募
集

【
受
付
期
間
】
10
月
12
日
㊎
〜
26
日
㊎

▼
職
務
内
容

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
最
終
処
分
場
の
、

主
に
水
処
理
施
設
の
運
転
管
理
業
務
な
ど

に
従
事
し
ま
す

▼
受
験
資
格

　

昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
同
43
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
、
財
団
法
人
日
本
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
認
定
の
最
終
処
分
場
技
術
管
理

士
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
も
し
く
は
管
理
型
最
終

処
分
場
の
浸
出
液
処
理
設
備
の
運
転
管
理

業
務
に
十
年
以
上
（
平
成
二
十
年
三
月
末

日
で
十
年
見
込
み
の
人
を
含
む
）
従
事
し

た
経
験
の
あ
る
人

　

市
で
は
、
平
成
二
十
年
四
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
供
用
開
始
に

当
た
り
、
技
能
労
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
廃
棄
物
処
理
施
設
で
の
業
務
経
験
が

あ
る
人
で
、
そ
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
意
欲
的
に
働
き
た
い
人

を
求
め
ま
す
。

▼
試
験

　

と　

き　

11
月
18
日
㊐

　

と
こ
ろ　

小
浜
市
役
所

　

試　

験　

作
文
試
験
、労
務
適
性
検
査
、

　
　

面
接
試
験

▼
合
格
発
表

　

と　

き　

11
月
30
日
㊎

▼
受
験
手
続
き

　

申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
必
要

書
類
を
添
え
て
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
手
続
き
も
で

き
ま
す

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
内
線
３
５
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集

【
助
成
対
象
事
業
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
施

設
ま
た
は
設
備（
次
の
参
考
例
の
と
お
り
）

＊

◎
お
祭
り
、
運
動
会
、
そ
の
他
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
行
事
に
必
要
な
太
鼓
、
テ
ン
ト
な

　

ど
◎
文
化
、
学
習
活
動
に
必
要
な
視
聴
覚
機

　

器
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど

◎
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
必

　

要
な
ス
ポ
ー
ツ
用
具
、
広
場
な
ど
の
整

　

備
【
助
成
対
象
団
体
】

　

自
治
会
、
町
内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
ま
た
は
そ
の
連
合
体

【
助
成
金
額
】

　

百
万
円
〜
二
百
五
十
万
円

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
年
度
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
住
民
が
自
主
的
に
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

【
必
要
書
類
】

　

申
請
書
、
組
織
の
会
則
、
収
支
予
算
・

決
算
書
な
ど

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

　

10
月
15
日
㊊
ま
で
に

　

企
画
調
整
課　

☎
内
線
３
４
４

《平成 18 年度の事例》

一般コミュニティ
イベント用音響機器視聴覚用機器

 

【
区
分
】
技
能
労
務
職
員
（
業
務

　
　
指
導
員
）

 

【
採
用
予
定
人
員
】
一
人


